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１．連結決算及び個別決算における特別損失の計上について

（１）平成28年3月期通期連結業績予想数値と実績値との差異（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想（A）

実績値（B）

増減額（B-A）

増減率（%）

（２）業績予想との差異の理由

以　上

（ご参考）前期実績
（平成27年3月期）

平成28年3月期の連結決算業績につきましては、売上高、営業利益並びに経常利益は、概ね平成28年2月4日に公表

しました業績予想通りとなりました。親会社株主に帰属する当期純利益の増減につきましては、上記１．に記載した製品

保証引当金繰入額を特別損失に計上した一方で、繰延税金資産の回収可能性を検討した結果、繰延税金資産を計上

し、法人税等調整額を減額（利益計上）したことによるものです。

3,033,899 202,888 212,566 158,808 265.64

36,603 △3,225 △6,437 △20,581

1.1 △1.4 △2.8 △13.3

3,406,603 226,775

記

平成28年3月期 特別損失の計上及び通期連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ

223,563

製品保証引当金繰入額　（連結・個別） 40,708 百万円

平成28年3月期（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の連結決算及び個別決算において、下記の特別損失

を計上するとともに、平成28年2月4日に公表しました平成28年3月期通期連結業績予想数値と本日公表の実績

値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。

当企業グループが、製造・販売する製品の一部に使用した特定のエアバッグインフレ―タについて、当社は、将来費用

負担の可能性が高く、かつ合理的な見積りが可能な品質関連費用を、製品保証引当金繰入額として、特別損失へ計上

しております。

(注）当社は、平成26年8月1日付で普通株式について5株を1株の割合で株式併合を行っております。　これに伴い、前連結会計
年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、1株当たり当期純利益を算定しております。

２．通期連結業績予想数値と実績値との差異について

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり当期
純利益

134,419 224.85

3,370,000 230,000 230,000 155,000 259.28


